表題：
要旨：
「目的」「方法」「結果」「結論」について項を分けて300 字程度で記載する．
記載例：
〔目的〕・・・・
〔方法〕・・・・
〔結果〕・・・・
〔結論〕・・・・
キーワード：

3 ～ 5 つとする．
Ⅰ．はじめに（序論，緒言）

研究の背景，臨床的意義，研究の目的，取り扱っている主題の範囲，先行研究との関連性などを記述する．
Ⅱ．対象および方法
用いた研究方法について第 3 者が追試できるように記述する．倫理的配慮として，被験者・症例の了承を得たことを明記すること．所属施設の倫理委員会（準ずる機関を含む）の承認を得た場合には，倫理審査委員会名および承認番号（または承認年月日）を記載する．
Ⅲ．結果
研究で得られた結果を本文および図表を用いて記述する．データは，検証，追試を行いやすいように図（グラフ）よりも表にして数値で示す方が望ましい．
Ⅳ．考察

結果の分析・評価，研究の限界，今後の課題，などを記述する．
文献
引用文献は本文の引用順に並べる．雑誌の場合は著者氏名，論文題目，雑誌名，西暦年号，巻，頁（最初－最終）の順に書き，単行本の場合は著者氏名，書名，編集者名，発行所名，発行地，西暦年号，頁を記載する．引用文献の著者氏名が3名以上の場合は最初の2名を記載する．
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図：
グラフィック表現および写真は図に含める．図は本文に出てくる順に，それぞれ一連番号（図1，など）をつけ，挿入位置は本文の右欄外に指示すること．図の番号・表題・説明は図の下につけること．図の説明の最後にアルファベット順で，図の中で出現する略語のフルスペルを記載すること．図を転載する場合は投稿前に著者の責任で転載許可をとり，投稿時に許可書を提出すること．写真は拡大・縮小に耐えうる解像度とすること．論文はカラーで掲載されるため，原則として写真はカラーで挿入すること．
表：
表は本文に出てくる順に，それぞれ一連番号をつけ（表1，など），挿入位置は本文の右欄外に指示すること．表の説明の最後にアルファベット順で，表の中で出現する略語のフルスペルを記載すること．表の番号・表題・説明は表の上につけること．表中では縦線は入れないこと．
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